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キャンパスの池で生態系初調査

汽
水
域
の
生
物
な
ど
10
種
捕
獲

　
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
池
の
生

態
系
を
見
て
み
よ
う
｜
｜
。

６
月
29
日
、
理
工
学
部
食
環

境
学
科
と
生
物
科
学
科
の
学

生
、
学
生
サ
ー
ク
ル
「
生
物

愛
好
会
」
の
会
員
合
わ
せ
て

25
人
が
参
加
し
、
体
育
館
西

側
に
あ
る
池
に
生
息
し
て
い

る
生
物
を
初
め
て
調
査
し

た
。
学
生
た
ち
は
高
崎
み
つ

る
理
工
学
部
教
授
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
10
種
類
の
生
物

を
捕
獲
。
ま
た
、
池
に
棲
む

微
生
物
、
水
草
な
ど
の
植

物
、
水
や
泥
と
い
っ
た
食
物

連
鎖
を
理
解
す
る
た
め
の
実

験
サ
ン
プ
ル
を
採
取
し
た
。

　
調
査
し
た
池
は
貯
水
や
防

火
を
目
的
と
し
た
深
さ
１
㍍

ほ
ど
の
遊
水
池
で
、
一
部
が

旧
北
上
川
と
つ
な
が
っ
て
お

り
、
多
数
の
生
物
が
生
息
し

て
い
る
。
学
生
た
ち
は
胴
長

を
着
用
し
て
池
に
入
り
、
地

引
き
網
を
用
い
て
捕
獲
作
業

に
取
り
組
ん
だ
。

　
確
認
し
た
生
物
は
コ
イ
、

フ
ナ
、
タ
ナ
ゴ
な
ど
の
魚
、

ミ
ド
リ
ガ
メ
、
ス
ジ
ナ
ガ
エ

ビ
や
カ
ニ
な
ど
。
淡
水
と
海

水
が
混
じ
り
合
う
汽
水
域
に

生
息
す
る
マ
ハ
ゼ
や
ボ
ラ
も

見
つ
か
り
、
予
想
外
の
生
態

系
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
川

原
太
地
さ
ん
（
理
工
３
・
宮

城
県
多
賀
城
高
）
は
「
こ
の

発
見
は
衝
撃
だ
。
汽
水
の
川

で
あ
る
旧
北
上
川
と
つ
な
が

っ
て
い
る
こ
と
で
独
自
の
生

態
系
が
構
築
さ
れ
た
の
で
は

な
い
か
。
な
ぜ
マ
ハ
ゼ
が
生

息
で
き
る
の
か
調
査
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
た
。

　
捕
獲
し
た
生
物
は
生
物
科

学
科
の
学
生
有
志
で
透
明
骨

格
標
本
に
す
る
予
定
。
標
本

作
り
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る

丸
山
大
地
さ
ん
（
理
工
３
・

赤い囲み内が調査

した池。左側が旧

北上川

捕獲した生物について高崎教授（左）の解説を聞く学生たち

　
国
際
交
流
協
定
校
で
あ
る

ラ
ン
ド
ル
フ
・
メ
ー
コ
ン
大

学
（
Ｒ-

Ｍ
Ｃ
、
米
国
バ
ー

ジ
ニ
ア
州
）
の
教
職
員
と
学

生
合
わ
せ
て
11
人
が
来
学
し

た
。
一
行
は
６
月
10
日
か
ら

15
日
ま
で
石
巻
市
に
滞
在

し
、
東
日
本
大
震
災
に
関
す

る
調
査
や
学
生
と
の
交
流
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
。
13
日
に

は
ロ
ー
レ
ン
・
ベ
ル
政
治
学

部
教
授
が「
友
好
の
懸
け
橋:

５
年
に
わ
た
る
Ｒ-

Ｍ
Ｃ
・

Ｉ
Ｓ
Ｕ
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
」
と
題
し
た
特
別
講
演

を
行
っ
た
。

　
講
演
は
石
巻
専
修
大
学
創

立
30
周
年
記
念
事
業
の
一
環

で
、
学
生
、
教
職
員
、
一
般

の
方
ら
約
50
人
が
聴
講
し

た
。
ベ
ル
教
授
は
東
日
本
大

震
災
の
犠
牲
者
で
、
両
校
の

交
流
の
懸
け
橋
と
な
っ
た

Ｒ-

Ｍ
Ｃ
卒
業
生
の
テ
イ
ラ

ー
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
さ
ん
の

話
を
し
た
後
、
５
年
目
を

迎
え
た
活
動
を
紹
介
。「
学

生
、
教
員
の
交
流
を
今
後
も

継
続
し
た
い
。
新
た
に
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
た
交
流
を
行
う

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性

が
あ
る
」
と
話
し
た
。

　
明
石
安
弘
さ
ん
（
人
間
１

・
山
形
県
新
庄
北
高
）
は

「
英
語
の
教
員
を
目
指
し
て

い
る
の
で
、
メ
ー
コ
ン
大
学

の
学
生
と
の
交
流
を
通
し
て

海
外
の
文
化
を
学
ん
で
い
き

た
い
」
と
話
し
た
。

　
一
行
は
滞
在
中
、
市
内
の

防
災
セ
ン
タ
ー
、
消
防
署
、

警
察
署
を
訪
問
し
、
震
災
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

す
る
な
ど
、
調
査
活
動
に
取

り
組
ん
だ
。
14
日
に
行
わ
れ

た
本
学
学
生
と
の
交
流
会
で

は
、
着
物
を
着
る
な
ど
日
本

文
化
を
体
験
し
た
。

　
開
放
セ
ン
タ
ー
（
李
東
勲

セ
ン
タ
ー
長
）
が
実
施
す
る

「
み
や
ぎ
県
民
大
学
　
石
巻

専
修
大
学
開
放
講
座
」（
６

月
６
日
〜
７
月
18
日
、
全
７

回
）
が
、
本
学
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
講
さ
れ
て
い
る
。
今
年

度
は
本
学
の
創
立
30
周
年
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
開
催

し
、「
分
断
か
ら
融
和
へ
｜

多
様
性
の
理
解
｜
」
を
統
一

テ
ー
マ
に
、
国
、
地
域
、
言

語
に
よ
る
価
値
観
の
違
い
な

ど
を
本
学
の
教
員
、
元
教
員

７
人
が
解
説
す
る
。

　
同
講
座
は
大
学
な
ど
の
専

門
的
な
教
育
を
地
域
社
会
に

還
元
す
る
こ
と
を
目
的
に
宮

城
県
教
育
委
員
会
が
主
催
。

公
益
財
団
法
人
石
巻
地
域
高

等
教
育
事
業
団
、
石
鳳
桜
会

（
石
巻
専
修
大
学
退
職
教
職

員
親
睦
会
）
が
共
催
し
た
。

　
世
界
と
日
本
の
価
値
観
の

違
い
に
つ
い
て
の
講
座
を
受

講
し
た
人
か
ら
は
「
さ
ま
ざ

ま
な
視
点
か
ら
の
話
で
と
て

も
参
考
に
な
り
面
白
い
」

「
多
様
性
に
つ
い
て
改
め
て

気
付
か
さ
れ
た
。
自
国
の
こ

と
を
も
っ
と
知
る
必
要
が
あ

る
と
感
じ
た
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
７
月
18
日
の
最
終
日
に

は
、
全
講
師
と
受
講
者
に
よ

る
交
流
会
を
予
定
。

人
間
・
杉
浦
ゼ
ミ

　
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
に

つ
い
て
学
ぶ
人
間
学
部
・
杉

浦
ち
な
み
ゼ
ミ
は
、
専
修
大

学
の
嶋
根
克
己
人
間
科
学
部

教
授
を
招
き
特
別
講
義
を
６

月
18
日
に
行
っ
た
。

　
嶋
根
教
授
は
「
大
学
で
の

学
び
と
社
会
調
査
」
と
題

し
、
こ
れ
ま
で
の
自
身
の
研

究
、
ゼ
ミ
で
取
り
組
ん
だ
東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
記
録

を
紹
介
し
た
。
ま
た
、
現
在

学
ん
で
い
る
こ
と
や
社
会
調

査
の
経
験
が
、
卒
業
後
の
人

生
で
ど
う
生
き
る
か
を
説
明

す
る
な
ど
、
大
学
で
学
ぶ
こ

と
の
意
義
を
熱
弁
し
た
。

　
ゼ
ミ
生
の
ほ
か
、
人
間
文

化
学
科
の
有
志
ら
が
受
講
。

「
講
義
時
間
が
短
く
感
じ

た
」
と
話
す
学
生
も
お
り
、

学
生
に
と
っ
て
有
意
義
な
時

間
と
な
っ
た
。

　
手
代
木
諭
さ
ん
（
３
年
次

・
宮
城
県
石
巻
商
業
高
）
は

「
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
能

力
を
身
に
つ
け
る
に
は
、
自

分
自
身
が
意
識
し
て
取
り
組

む
こ
と
が
大
切
と
感
じ
た
」

と
話
し
、
渡
部
晃
士
さ
ん

（
２
年
次
・
茨
城
県
第
一
学

院
高
）
は
「
印
象
に
残
っ
た

の
は
、『
大
学
は
親
の
経
済

資
本
を
子
ど
も
の
文
化
資
本

や
社
会
関
係
資
本
に
変
換
す

専
大
・
嶋
根
教
授
が
特
別
講
義

大学で学ぶ意義を熱弁する嶋根教授

　
２
０
０
０
人
を
超
え
る
ラ

ン
ナ
ー
が
出
場
し
た
第
５
回

い
し
の
ま
き
復
興
マ
ラ
ソ
ン

（
６
月
23
日
、
石
巻
市
）
で

女
子
競
走
部
が
実
力
を
発

揮
。
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
で
庄

司
琴
美
さ
ん
（
経
営
４
・
宮

城
県
聖
和
学
園
高
）、
10
㌔

で
千
葉
彩
有
花
さ
ん
（
人
間

２
・
宮
城
県
常
盤
木
学
園

高
）
、
５
㌔
で
齋
藤
凜
さ
ん

（
経
営
１
・
宮
城
県
聖
和
学

園
高
）
の
３
人
が
優
勝
し
、

大
学
生
が
エ
ン
ト
リ
ー
可
能

な
種
目
す
べ
て
を
制
し
た
。

５
㌔
の
部
で
は
上
位
５
位
ま

で
を
独
占
し
た
。

　
１
時
間
22
分
45
秒
の
自
己

ベ
ス
ト
を
記
録
し
た
庄
司
さ

ん
は
「
優
勝
で
き
て
う
れ
し

い
。
沿
道
か
ら
の
声
援
が
力

に
な
っ
た
」
と
笑
顔
。

　
北
日
本
学
生
陸
上
競
技
対

校
選
手
権
に
向
け
、
庄
司
さ

ん
は
「
力
の
あ
る
１
年
次
生

が
入
部
し
、
チ
ー
ム
と
し
て

レ
ベ
ル
が
上
が
っ
た
と
感
じ

て
い
る
。
勝
利
に
こ
だ
わ
っ

て
走
り
た
い
」
と
話
し
、
齋

藤
さ
ん
は
「
今
ま
で
に
な
い

『
石
巻
専
修
大
学
女
子
競
走

部
』
を
見
せ
た
い
」
と
意
気

込
み
を
語
っ
た
。

山
形
県
鶴
岡
中
央
高
）
は

「
カ
ニ
や
エ
ビ
な
ど
の
内
骨

格
を
持
た
な
い
生
物
の
標
本

は
初
め
て
。
完
成
し
た
標
本

は
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で

高
校
生
に
披
露
し
た
い
」
と

話
し
た
。

　
高
崎
教
授
は
「
キ
ャ
ン
パ

ス
内
に
、
人
の
影
響
を
受
け

ず
に
自
然
水
系
と
つ
な
が
っ

た
池
が
あ
る
の
は
本
学
な
ら

で
は
。
生
物
多
様
性
や
自
然

環
境
の
調
査
に
適
し
た
場
所

で
、
今
後
も
継
続
し
て
調
査

し
、
研
究
に
役
立
て
た
い
」

と
話
し
た
。

　
調
査
の
模
様
は
東
日
本
放

送
の
同
日
夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス

番
組
で
放
送
さ
れ
た
。

多
様
性
を
テ
ー
マ
に
開
放
講
座

米
メ
ー
コ
ン
大
11
人
来
学

 

ベ
ル
教
授
が
特
別
講
演

交流５年

交
流
事
業
を
振
り
返
る
ベ
ル
教
授
の
特
別
講
演

い

し

の

ま

き

復
興
マ
ラ
ソ
ン

３
人
が
優
勝

る
場
で
あ
る
が
、
文
化
資
本

は
本
人
の
努
力
な
し
に
形
成

が
不
可
能
で
あ
る
』
と
い
う

言
葉
。
大
学
で
の
学
び
に
対

す
る
考
え
方
を
見
直
す
き
っ

か
け
と
な
っ
た
」と
語
っ
た
。

笑顔でラストスパートを

かける庄司さん


